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院内での感染対策に関しまして患者様へのお願い 
5 月 8日より、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が、2類から５類に

引き下げられました。しかし、これはあくまでも法律上の分類であり、新型コロナ

ウイルスが「そろそろこの辺で勘弁したろか」といって撤退したわけではありませ

ん。むしろ５月に入ってからは、第９波と言っていいほど感染者数が徐々に増え続

けています。ただ、先月号でも書きましたように、重症化することはまれであるこ

とから、必要以上の行動制限は必要ないと考えます。 

そこで当院から患者様にお願いしたいことは下記の 4点です。 

① 院内では、引き続きマスク（不織布マスク）装着をお願いします。 

② クリニック待合室での大声での会話、談笑はお控えください。 

③ 発熱がある場合は、あらかじめご連絡ください。 

④ 抗原検査キットをご自宅にご用意いただき、発熱の際にはご自分で検査

されることをお勧めします。 

以上、ご協力をお願いいたします。 

このクリニックレターは、西本クリニックから患者様への情報を、すばやく、 
わかりやすくお伝えするためのお手紙です。原則月 1 回の発行で、スタッフが 
皆さんに知っていただきたい事をビビッドに発信していきます。 

 

殆どでしたが、今年からは徐々に従来のような対面での会がメインになってきていま

す。私自身は、なぜかここのところ学会での仕事が忙しく、今年は 6月の学術総会と

10月の関西支部例会でのシンポジスト、11月の県部会のオーガナイズに加え、来年

5月の学術総会では、副会頭として様々な企画を担当することになり、今から頭の中

がいっぱいになっています。（もちろん楽しみでもあるのですが） 

また、当院は、日本東洋医学会専門医を目指す先生方の 

学会認定研修施設にもなっており、コロナ以来しばらく 

途絶えていた外来の陪席も復活しました。漢方をこれか 

ら勉強しようとしている先生方に陪席していただくこと 

は、私自身にも「しっかりしなくてはいけない」といい 

刺激になっています。 

このように、今後も学会活動を通じて更なる研鑽を続け 

さらにレベルの高い診療を目指していきたいと思って 

おります。 

＊6月 17日は右記学会出席のため、院長外来を休診と 

させていただきます 

お車で来院される患者様へ 

歩行者や近隣の方の迷惑になりますので、駐車場の指定されたスペース以外、及び

クリニック周辺の道路には、駐車されないようにお願いします。駐車場に空きがな

い場合は周辺のコインパーキングをご利用ください。駐車場の奥から 3 台分（①

②③）のスペースはクリニックの駐車場ではありません。最近、間違って車を停め

られるケースがあり、借主の方に大変ご迷惑をおかけしていますので、くれぐれも

ご注意ください！ 

 

オンライン診療について（再掲） 
2020 年に新型コロナ感染症蔓延による行動制限が推奨されてから、特例として、 

電話による診察をおこない、処方箋を患者様が希望される薬局に FAX し、薬局か

ら患者様宛に薬を送ってもらうことが可能になっていましたが、今年 7月末でこ

の特例が廃止されることになりました。一方、Zoom などのリアル画像を介して

の診察により処方箋を発行し、その処方箋を薬局に送って薬を発送することは、

「オンライン診療」として正式に認められています。 

このため、当院でも、7月をめどに、オンライン診療を開始できるよう、現在準備

を進めています。患者様には、スマホとクレジットカードをご用意いただけれ

ば、いつでも（時間予約は必要です）、どこでも（電車の中とか運転中、飲食店の

中、などでは困りますが）診察を受けていただけることになり、特に、慢性疾患

で病状が落ち着いておられる方には、対面診察とオンライン診療を組み合わせる

ことにより、より利便性が上がると考えています。 

休診のお知らせ 

6 月 17 日（土）の院長外来は休診とさせていただきます。 
ガッカイ・・って 

「学会」というと皆様どんなイメージをお持ちでしょうか？ 

ガッカイという発音自体が「堅苦しい」「なんか偉そうな」感じがしますし、実際、

当たっている部分もあるのですが、本来は、専門分野での知識を共有する、新しい知

見を発表する、これから専門家になろうとする人たちを育てる、というのが主な目的

です。医学の分野では、基礎・臨床あわせて 230 近くの学会があるとされています

が、私は、日本内科学会、日本東洋医学会、和漢医薬学会、日本中医薬学会、日本心

療内科学会、日本ペインクリニック学会に属しています。 

中でも、東洋医学会、中医薬学会は私にとって大事な学会であり（他が大事でないわ

けではありません！）、これらの学会の場で、他の先生方の講演や発表を聴いたり、

自分が発表したりすることが、医師としての研鑽の大きな 

部分を占めています。東洋医学会では、毎年１回の学術総会、 

関西支部での支部例会、兵庫県がおこなう県部会があり、また 

それ以外にも、教育講演会などが行われます。新型コロナ感染 

症が広がった 2020 年からは、web での開催が  
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